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サノフィ本社とオペラシティビル 
管理会社との省エネの取り組み 

2013/7/2,5 

 

サノフィ株式会社 

人事・総務本部 

BCM・ 総務&HSE推進部  
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サノフィ 
患者さんのニーズにフォーカスしグローバル事業を統合的に展開する 

ヘルスケアリーダー 



日本のサノフィ 
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日本の生産拠点(埼玉県川越市) 

本社のある東京オペラシティ (東京都新宿区) 

☆医薬品製造販売業、日本では約3,000名の従業員 

☆日本全国65か所のオフィス、1工場、2物流 

http://www.genzyme.co.jp/default.asp


 

東京オペラシティ 
●名称 東京オペラシティビル（タワー、西新宿・初台） 

●規模 地下4階、地上54階、約20,000人が入居 

●日本のサノフィグループの当ビル就労者は約1,000名 

●貸主 日本生命、NTT都市開発、京王電鉄、 

      ジャパンリアルエステート、昭和シェル石油、 

             ビルトマテリアル、相互物産、寺田小太郎、 

      計8社 

●管理会社  

  東京オペラシティビル株式会社 

 

  

 

 

東京オペラシティビル管理会社との協力関係強化 



サノフィのCSR Vision  
– 4つの重点領域 – 12の戦略的優先課題 
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ヘルスケア企業の使命･･HSE (健康･安全･環境） 

NAME OF PRESENTATION |         6 

人と環境に優しく – HSEへの取組み  

サノフィ・グループは地球環境を保護し、
労働環境の安全と健康を監督するために
HSEという方針のもとに日々の活動を行っ
ています。 

 

これはグループのすべての取り組みに適用
されます。HSE方針はグループの総合政策
上、欠くことができないものです。 

 

 



HSE活動推進組織とコミットメントの掲示 

コーポレート）PASS（HSEの目標）/CSR（企業の社会的責任） 

 

        日本）社長の承認 

 

                 HSE委員会   本社 

                 (安全衛生委員会)   川越サイト 

                         営業(10支部･･65拠点)              
営業 

                      ファンクション 

                      グループ 

 

                              社員一人ひとり 
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CEOの
サイン 

HSEヘッドの
サイン 

日本CEO

のサイン 
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自発的な企業風土醸成とHSE： 
 La Maison文化, Climateプロジェクト 

人の成長と会社の発展 

見える化 

HSE PASSとｴﾈﾙｷﾞｰ
消費量の社内掲示 ミッションクリーンアップ(清掃ボランティア) 

e-learning 
 

HSE省エネイベント 

(2012年9月1日～5日開催) 

各種委員会やBottom Up Team 



エコキャップ活動 
 

ペットボトルの 

キャップを集め 

世界の子供たち 

にワクチンを 

提供 

離席時のPCディスプレーOFF＆ 

ノートPCを閉じるキャンペーン 
 

HSEイベントで 

PR。モニター電 

源OFFで30Wの電 

力削減が可能。 

社内啓発により省 

エネ貢献 
 

★七夕ライトダウン 

 キャンペーンに参加 

 

環境省がスタートした 

夏至と七夕のライトダ 

ウンキャンペーン、 

七夕の20～22時の間 

消灯に参加 

アクション 
①身近なものから始める 
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↑ 2か月でこんなに集まります。 

★クリアファイル＆ 

 カフェカップ、ペット 

 ボトルのリサイクル 
 

会社独自でリサイ 

クルルートを開拓 

ゴミ袋への交換や 

売却金寄付を実施 



アクション 
②全社で取り組む 
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★22時自動消灯 
 

本社の照明にタイマーを 

組み込み、平日22時と 

24時に自動消灯する。 

海外とのやり取りが 

ある中、時間を早める 

事がこれからの課題。 

★業界で先駆け全営業車 

 にハイブリッドカーを導入 

 

2009年までに4WD車を 

除く全ての営業車にハイ 

ブリッド車を導入。 

★全社員ｴｺ宣言 

 
HSE普及イベン 

トで離席時のPC 

ディスプレーOFF 

等の活動を理解し､ 

実践する宣言 

★時間外空調の原則禁止 
 

本社では平日7:30～19:30 

が空調時間である。社外行 

事等を除いて、時間外空調 

の申請は原則禁止。 

宣言カードを記入し掲示 
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半フロア増床
（5％） 

3.11への対応 HF化の効果 

HSEキャンペーン 

：社員啓発強化 

サーバー増設、社員数
増加（10％） 

本社2010年から2013年の電気使用量推移（計量値） 



2009-10年の省エネの取り組み 

東京オペラシティビル㈱(管理会社)との協力関係強化（その１） 
 

● 2008年７月： 東京都環境局より特定テナントの指定 
   大規模事業所への「エネルギ－総量削減義務」導入がビルへ要請 

    HF化（インバ－タ取換）：電気料金削減率20～23％程度 

    LED      ：電気料金削減率25～30％程度（高価） 

 

● 条件交渉：賃貸2フロア分の蛍光灯HF化する交換費用はサノフィ 

         が支払う。残り4フロア分は、管理会社が経費を支払う。 

 

● 2009年12月： “サノフィ”が、2フロア（41F/42F)の蛍光灯をHF化 

      2フロア（1400本）分、約2,100万円の工事費用をサノフィが投資。    

     ⇒ （サノフィ）従来の電気料金からの削減予測：約80万円／年/2フロア 
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電力削減 

HF化の効果 



● 2010年5月：“管理会社”が、4フロア（43・44・46・47F）をHF化 

           ⇒サノフィ初台本社全フロア－の蛍光灯がHF化 

           （管理会社）の投資は約3600万円。 

 

● ⇒ 従来の電気料金からの削減予測：約240万円/年/6フロア 

 

● HF化により、全照明器具が新品となった。 

⇒HF器具のため寿命は３年間程度に延長する 

⇒蛍光管の交換頻度が減少 

⇒ 交換費用 約160万円/年間/6フロア 削減 

 

● ⇒ 電気代+交換費用経費削減TOTAL：約400万円／年削減   

  （2100万円の投資は、約5年で原価償却） 
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2009-10年の省エネの取り組み 

HF化の効果 



● ピークデマンド対策 

   ピーク時最大電力を約１６％削減する 
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A）照明 

160Kｗ 48% 

C）サーバー 

40Kw 12% 

-48 

Kw 

-α 

Kw 

 -53Kｗ 

-16％ 

B ）コンセント
133Kw 40% 

-5 

Kw 

左記分析結果から対策を算定して実施 

A)照明1,500本（5,000本中）30％間引き
実施 

B)コンセント（PC･複合機、冷蔵庫等） 

 離席時PC OFF、冷蔵庫50％停止、 

 携帯電話充電禁止 

C)サーバー関連 

3.11以降の省エネの取り組み（分析） 

分析･特定し、対策実施で目標達成 

3.11への対応 
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Earthquake 

☆3.11震災に伴う節電対策として、サノフィ本社HF蛍
光灯約5,000本中1,500本（約30％）を間引きする。 

• 蛍光管の間引きに際しては、HSEのGlobal 

Standard に照らして全フロアの照度測定を
行い、健康・業務障害が起きない照度とした。 

  （300～500 Lux） 
 

☆蛍光管間引き後の「蛍光灯の保管･交換利用」 

  についても管理会社に協力を要請し、快く了解 

  頂いた。 

※ 上記「間引きと保管」については現在も継続中 

 

3.11以降の省エネの取り組み、 
東京オペラシティビルとの協力（A:照明） 

3.11への対応 



 
 本社のエネルギー使用量分析 
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冷水

35%

電力

57%

温水

3%
蒸気

5%

サーバー

44%
その他

56%

電力と冷水が大半 

冷水使用の半分が本社サーバールーム 

本社、全エネルギーの
15％をサーバールーム
の空調が占めていた 

3.11以降の省エネの取り組み（C:サーバー） 
3.11への対応 



● サーバールーム 省エネ対策実施 
 分析結果によると本社内サーバールームの冷水使用量が本社全体の
約５０％ 

 

● 下記調査を実施 
   1.サーバールーム内のサーバー本体内に温度計を数か所設置 

   2.予報警報が担当者のPCに出る。 

   3.制御盤からの警報はビル防災センターに出る。 
 

● 温度情報測定結果から対策の実施 
   ⇒３台設置されている空調器の一台を停止 

   ⇒室内温度設定を２３度から２７℃に 

     現在も監視は常時継続中 
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冷水削減 

サノフィの3.11以降の省エネの取り組み、 
東京オペラシティビルとの協力（C:サーバー） 

3.11への対応 



今後の課題～さらなる推進に向けて～ 

● 個々の意識/ 組織推進の強化 

● HSE, CSRの啓発強化と継続 

• 関心が低い社員の巻き込み方 

● トップダウンとボトムアップ 

 

● 先端技術の導入 

● 埋もれているデータの整理と見える化の推進 

• iPad,  Big Pad 

● 自動調光/自動ブラインド/各種センサーなど 

 

● キャンペーンの継続 

● 全PCディスプレ－をお昼、退社時間に消灯する。 

 30Ｗの電力に値する事をＰＲ省エネを伝える 
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Thank you 


